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Relaxation/Place （　くつろぎのいおり　）

おかげさまで、本誌は発刊120号（毎月発行ですから、通算10年）を迎えることが出来ました。読者諸兄の応援・ご支援
ご支持の賜物と、感謝申し上げます。百八つの煩悩を打ち消す除夜の鐘の響きも、鳴りやんだものの、新たな煩悩が、
日本を、世界を混乱に導き陥れようとする 『 心ない獣人群と、心ある人々との戦いの Excitingな年 』 を迎えました。

賢明なる読者諸兄は、増刊号の表題　『中共病毒拡散…』を単に、武漢ウィルスに限らない事と
ご理解いただいているだろうと思います。が、平和ボケが激しい日本人の多くは「え！違うの？」
の感覚でしょう。無理もないかも知れません。立ち回り、役回りを巧みに熟し千載一遇の機会を
捉えただけの菅首相はじめ、全く国際感覚を持ち合わせていない、単なる英語使いだけの外務
大臣までもが、軽率にもバイデンに祝意を送ったり、電話会談したり、パシリ如きの王毅を迎えて
媚びを売ったりして国民の反発をかったりもしているし、（現地取材を全く報道しない）日本のマス
メディアまでも「次期米国大統領はバイデンに決まった」と嘯いているのですから、平和ボケの恐
ろしさを再認識するしかありません。（菅首相の実像は、右図の書籍で詳細が解説されています）
『雌伏雄飛』を期待したものの、頂点をゲットして舞い上がっただけの小雀の成り上がり者だった
と云う事でした。「一刻も早く荷物をたたんで田舎に帰りなさい」が親切心と云うところでしょう。 　
『取り返しのつかない日本づくり』に邁進する安倍氏と刺し違いで、共に消え去って欲しいものだ。

新年を迎えた現在、次期米国大統領は 『 決まっていない 』
と云うのが真相です。では、いつ決まり、どちらが次期大統領
に就任するのかは、1月6日に明らかになるでしょう。

今回の大統領選挙まで、トランプ大統領に関心はなかった。
至極当然の事として、トランプ大統領の圧勝で再選される

だろうと思っていたから、マスメディアの報道から始まって、
『なんだ！こりゃ？』『デタラメの極致じゃないか！』これに

レーガン大統領とトランプ大統領のスローガン 対する日本政府の対応は『亡国の対応じゃないか』とすら
感じストレスが極端に高まり危うく命まで落としそうになった

次第です。私以上のストレスを抱えながら頑張っている大統領陣営に最大のエールを送ります。

表題の新・千夜一夜物語ですが、子供の頃に胸ときめかしたアラビアンナイトの物語ではない
事は、断る必要もない事ですが、日々に起こる様々な事象そのものがEXCITING/Thailandで
あり、Japanであり、America …で、その物語の受け止め方によって、実に摩訶不思議な千夜
一夜の物語を白昼から目の当たりにする事になる訳です。自由・民主・法治・公平な社会だと
勝手に思い込んでいた日本人にとって、今回の米国大統領選挙の実態は、否応なしに180度
見直さざるを得なくなったでしょう。その結果の続きが始まるのであって、何が大変で何が面白
いか、世界の変動を自分の事として捉えどうするかは、情報収集能力と判断力に掛って来ます。

今年は、歴史の分水嶺に立って、血沸き、肉躍る思い。熱い魂の結束が、凍てつく利害関係の
結託と破砕する光景が観られるでしょう。　（破砕機は増刊号に載せたシールド工法機です。）
それでも、何もせずただ茫然と光景を眺め、他人事と決め込む人は、破砕される痛みを感じる
迄分からないでしょう。それはそれで致し方ないものとして、捨て置くしかありません。

この数か月の間に4度も5度も呼吸困難に陥り、救急搬送され、緊急入院し、ICUにも延べ７日間
入院治療期間延べ30日を受けた結果回復し、現在自宅療養中ですが、…死線を彷徨いながら、
改めて、対（つい）と対（たい）を思い知らされました。半分の肺が機能不全でいくら吸い込んでも
空気と酸素が足らないから、窒息状態になる。肺は左右にあって対、その他の臓器を考えてみる
と、左右対称的に2つづつ備わっている。何でそうなのか？は分からなくても、有るものは有るし、
無ければならないものもあれば、片方でも命に直接関わらないものもある。人体ばかりではなく、
飛行機の両翼、箸、などの物も対（つい）。夫婦・男女・+ & −は、対か？対！か議論の分かれる
処だろう。好き嫌い、ポジティブ/ネガティブ、積極/消極、平和/戦争、勝/敗などは。明らかに　
対立構造で、千夜一夜を費やしても解消されることのない事象・現象でもあるから事実を観よう。 初めてICUに入院
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ランナー（北タイ）に、北緯Χ゜００’００”東経Υ゜００’００”という、実にすっきりとした数字の並ぶ地点がある。予てより
この地点を記憶・追憶の場所の象徴（必ずしもこの地でなければならないと云う事ではないが）として、日時計と風向計
を設置したいという夢を持っていた。♪兎追いし、かの山…♪を彷彿させる場に、…夢は山野を駆け巡るノスタルジー。

誰でもが、『毎日が夢の世界で生きて来た幼少の時代』を過ごして来た経験を温めている。云い
換えれば、誰でもがノスタルジーを胸に秘めて、心のふるさとの原型を持っている。特に日本人
は、山海の恵みに育まれ、四季の移ろいを知り、自然災害の恐怖にさらされ克服し続けて来た。

私は、保守（思考）の原点は、縄文人にありと思っている。日本人の（遺伝子的/DNA）原点も、
縄文人から始まっている。その歴史たるや1万４～5千年と云われているし、それ以前の旧石器
時代・新石器時代まで加え、たら、数万年にまで遡るようだ。天皇家を紀元とする保守もあるが、
その数倍の歴史を過ごし、永らえ、暮し、繋げて来たとてつもない民族が、日本人であり、我ら
の原点だと云う事だ。♪ 千代に八千代に、さざれ石の巌となりて、苔の蒸すまで ♪それ以上
の時間軸の中で過ごして来られたご先祖の末裔である自分であることを自覚せず、先人（先に
逝かれた方々) 先祖を尊崇できないでは、真の保守足り得ないというのが原点の根拠でもある。

日本には古代より、八百万の神がひしめいて居て、先人・先祖を尊崇し、祀る宗教心を習慣の中
に取り入れて来た。それ故に伝統を重んじ、形あるものの中に心を見出し、表現し継承して来た。
目に見えなくとも魂（霊）の存在を信じ、恐れ、人の目を避け遮っても 『お天道様には常に見られ
ている』という自制心が働いて、良心の呵責に苛まれる教育が伝えられても来た。これが保守の、
根幹をなす精神構造であり、優しさでもある。と同時に、天道（良心）に外れるものを忌み嫌い、
外道（悪心）である、不正と暴力に対しては、決して許さないという精神構造を持ち合わせている。

♪…人は誰も一人では、生きていけない…♪　その通りで、共存共栄・相互扶助の結束を高め、
広げていけば、誰もが分相応の幸せを手にできるが、個々の利益を最優先としたエゴイズムの
結託を組むことによって不正と暴力がまかり通り、最終的には崩壊せざるを得なくなる。リベラル

其処此処に… の根源が自己の利益と結託に基づいているが故に、結果的に先もなければ後に何も残らない。

その意味から、保守の人（ 有名、無名に係りなく ）の思い出/記録等（メモリー）を残せる場所
を造りたいと思っています。　　自分が出来なくても趣旨を引き継ぐ人が居ればできるでしょう。

現在、保守論客の第一人者として活躍されている方々の中では、藤井聡氏が筆頭でしょう。
私の大好きな論客の一人であり、氏の大ファンでもあります。優しさの中にも、真っ当な正論と
共に、激しい怒りをもって疑義をぶつける姿は、保守を自称する者にとって必要不可欠な態度
でしょう。ヘラヘラ、ヘナヘナしていては、外道（悪心）に長けたリベラルの術中に嵌ってしまい
ます。( では最初から怒りの爆発画像からご覧ください。）正月早々ババボボーと叫びましょう。
https://www.youtube.com/watch?v=gXgAmS-BcdE TV政治家たちの「コロナ便乗商法」(藤井聡)

https://www.youtube.com/watch?v=wduSIwFqLnU&t=27s虐待大国日本　（藤井聡）KBS京都

https://www.youtube.com/watch?v=KrK6bl_Ep30 茂木外務大臣の驚くべき闇　（室伏謙一）

https://www.youtube.com/watch?v=321767xPpzQ 尖閣列島は中国のもの？！（藤井聡）KBS京都

https://www.youtube.com/watch?v=QTjWel06fw0 種苗法改正の真実　（藤井聡）KBS京都

https://www.youtube.com/watch?v=q-YWPosTX1M ♪　案山子　♪  さだまさし

https://www.youtube.com/watch?v=E0hppzit2YA 令和の"所得倍増"はこうすれば実現できる！富国の鍵

https://www.youtube.com/watch?v=z42ZII8a5Mc 財務省は万死に値する　（西田昌司）

https://www.youtube.com/watch?v=kg5SJA71D8I 【東京ホンマもん教室】12月20日 第一回放送

今は、仮想空間（夢・幻のMemorial Place）ですが、残すべき、記憶に刻み込んでおき、次世代
に伝えるべき内容の動画であると云う事でもあります。と同時に対極にいる外道（悪心）に長け
たリベラルの術、所業、論理などはどのようなものだったかと云う記録や記憶もMemorial Place
に留め置く必要があるでしょう。　　（内容的には下の動画でご理解いただけるでしょう。）

https://www.youtube.com/watch?v=MQhnmEWjKXo 加/トルドー首相は中共ポチに堕ちた
https://www.youtube.com/watch?v=zM1V2E-ngfo 世論で政権を乗っ取る五つのステップ
https://www.youtube.com/watch?v=16au0A_c2U8 中共の隠したい真実
https://www.youtube.com/watch?v=_4oU-FdfgqY&t=6s社会主義者の「平等」は暴君が使う嘘

https://www.youtube.com/watch?v=inrsverbBKI 中国にある現代版「 ゲシュタポ」-1

Kanang Memorial Place  の 夢



私の云う『サバイバル・トゥザ・フューチャー』は、スピルバーグの映画『バック・トゥザ・フューチャー』を、パクった言葉
ですが、（明日・未来に生き残るには…）と云う意味で使っています。間違った国政を誤魔化すため、失われた20年だ
30年だ！と他国や景気のせいに転嫁しては、やれ憲法９条が…！米国の従属国だから仕方ない！で過ごして来た。

神に選ばれてもいないのに選民思想の迷信に憑りつかれた『人種差別・拝金/共産主義者』等
の権謀術数によって引き起こされた先の大戦の、真相が明らかになって来た現在に到ってまで、
これ等（似非選民の正体である）本物の鬼畜共のDNAが生存し、拡散し続けディープステートや、
人種・民族差別者として人間社会（世界人類の隅々にまで）を蝕んでいる実態が明らかになって
来たのが、今回の米国大統領選挙の実態だとみれば余りにも分かり易い。
私が常々云っている 『 詐欺師を騙して身ぐるみはぎ取る 』 典型的な事例（ケーススタディー）
で、最強の武器は事実！だと云う事です。トランプ陣営の 『 最強の7人の侍 』 が、今まさに
やっている事実確認とそれの認識と云う事です。トランプ大統領自ら発信している事実を聴こう

https://www.youtube.com/watch?v=tcYzHthBZ4Y 12/2トランプ大統領声明

この歴史的なスペクタクルを目の当たりにしながら『今だけ・金だけ・自分だけ』の自助を貫いて、
その日暮らしを送っていては、失われた20～30年を取り戻すことはできない。米国や中共・露国
の圧力に屈していては立ち上がることもできないし、現憲法を改定できる政治環境ができたのに、
躊躇してやらない腰抜け政治家ばかりでは、日本の未来は危うい。　トランプの信念に続け！

信念に続けであって、忖度・従属しろではない。信念もビジョンも持ち合わせない軟弱政治家を
排除する（落選させる）言行を起こすくらいは、誰でもできる容易な行動でもある。誰が発起人か
知らないが、東京と大阪でトランプ再選を訴えるデモが実施された。（以下の動画をご覧下さい）
https://www.youtube.com/watch?v=UnoiCSG_ao0&t=155s 米大統領再選支持 ❶
https://www.youtube.com/watch?v=WVGsbQkxhWU&t=16s 米大統領再選支持 ❷
思っていても、発言・発信・行動しなければ誰にも伝わらない。黙して語らずの時代ではない。

真の友人は、裏切りの渦中にあって八方ふさがりで困り果てている時に、手を差し伸べて助けてくれる人でしかない。

息もできない、動きも取れない、どうにもならない程困窮している時に助け、援けを呼びかけてくれる人達でしかない。
大して役に立たなくても、ほんの少ししか助けられなくても、相互扶助と共存共栄の気持ちと行動は、持ち続けたい。

https://www.youtube.com/watch?v=5Kux6Smf9JI 大物米政治家がターゲット 中共「政治的斬首作戦」
https://www.youtube.com/watch?v=OGGqVc6Zlhk トランプが放った3本の矢
https://www.youtube.com/watch?v=fh1CprNFsi4 マイケル・フリン将軍　過去4年間の経験を語る
https://www.youtube.com/watch?v=8xBJVKWf0B0 最大の焦点が、徐々にバラク・オバマ前米大統領に移る

自由の女神像（ニューヨーク）は、右手には純金で形作られた炎を擁するたいまつを空高く掲げ、左手にはアメリカ合衆
国の独立記念日である「1776年7月4日」とローマ数字で刻印された銘板を持っている。足元には鎖と足かせがあり全て
の弾圧、抑圧からの解放と、人類は皆自由で平等であることを象徴している。女神がかぶっている冠には七つの突起が
ある。これは、七つの大陸と七つの海に自由が広がるという意味を表現している。
トランプ大統領の指している指先の先にあるものは何か？戦っているものは何か？保守的米国人が願っているものは？
1976年、ボーイズ・ビー・アンビシャス（少年よ、大志を抱け）の言葉で有名な北海道開拓の父ウィリアム・スミス・クラーク
博士が右手を挙げた独特のポーズは「遙か彼方にある永遠の真理」を指し、そこに向かって大志を抱け！との思いだ。
お釈迦様が「天上天下唯我独尊」と云ったかどうかは別にして、自分は一人だが、「何のために…」が人生のテーマだ。

コロナのパンデミックが1年に及んで、愚図で能天気な日本政府は、やっとのことで外国人の入国を禁止したようだ。
それでも、未だにオリンピックをやるつもりでいるのだろうか？国民は疲弊し切っている。自助したくても、共助したくても、
コミュニティーはバラバラに分断されていて、一昔前の個人主義が蔓延し、利己主義に徹した為政者を誰も阻止すること
ができない。公助は、国家が国民になすべき最重要な仕事であるにも拘らずビジョンの欠如が災いして、過度な虚偽・
隠蔽・忖度政治が行われ、迷走を続けている。再三再度「米国大統領選挙結果が及ぼす日本への影響を話し合って
みて下さい」と、申し上げたい。他人事ではなく、自分の事、身を守る事にもつながります。それほど危険な状況です。

反日・バスター作戦！…これしかない。



幾らなんでも、『時』此処に至って、表題の緊張感・危機感を持たない者は、捨て置くか、邪魔なら蹴散らすしかない。
バカなインテリ共は、「何が正で、何が邪か」などと議論を吹きかけて来るかも知れない。そんな輩にも係っている暇
はない。「正は正・邪は邪、頭が良いんだろうから自分で考えて、勝手に決めろ！」で、一蹴して『オワ！』で良い。

日本のマスメディアの偏向振りと、左傾化から、TV・新聞離れが著しいと聞くが、米国では大手
マスメディアに限らず、SNSまでもが言論規制・封鎖までして、事実・真実を隠蔽する事に加担
している。特に甚だしいのが、今回の米国大統領選挙関連で、こぞってトランプ再選阻止活動
に加担している事が、誰の目にも明らかだった事だ。これも、日本政府は無視し続けている。
それ故に、事実をタイムリーに報道し、大手マスメディア・SNSと戦い続けながら保守の信念を
もって、報道姿勢を崩さない 『 大紀元グループ 』 のニュースは信頼でき、絶賛に値する。

日本から唯一、単身（同行者がいるようだが、分からない）大統領選挙の実態を現地取材して
動画を発信している、我那覇真子さんの保守の信念、勇気ある行動に頭が下がる思いだ。
https://www.youtube.com/watch?v=YCAgs72a0yg 我那覇真子　現地スーパー店内
https://www.youtube.com/watch?v=j9le9Ysk41o 街頭インタビュー　　我那覇真子
https://www.youtube.com/watch?v=12X__ssNXFY アメリカで、香港大紀元の逆取材

不撓不屈(ふこうふくつ）《ゆるぎない、屈折しない》の精神=トランプ大統領の米国魂の根幹に
偉大なる米国の復興の言行の一致が見られる。言行不一致で、国民を裏切続けている日本の
リーダーたちの不甲斐なさに辟易としている。間違いや失敗は誰でも犯す過失であってもそれ
を正さず、なし崩しにする事は、故意に言行不一致をたくらみ、無辜の人々を欺き陥れる邪悪な
重大犯罪でしかない。トランプ大統領は、リベラルなグローバリストと今日も戦っている。
デフレ経済状況で、2度も消費増税をして、国民を窮地に追い込んだ邪悪な連中達、桜を見る
会の前夜祭追加費用も隠蔽・虚偽発言を繰り返し、秘書に責任を転嫁するなど、恥を知らない
にも程がある。こんな邪悪な者は一国のリーダーたる資格はない。
トランプ再選を願う集会に参加した主婦のことばにも感動し、何年振りに涙が止まらなかった。
我那覇真子さんの叫び「日本国民よ、目を覚ませ！」「そして行動を起こせ！」しかない。

世界中のどこに住んでいようとも、日本人としての矜持をもって、保守である事は、その国の
保守の人（愛国者）と共感を持つことが出来る。私の周辺に居る人たちは皆その国の愛国者
だから、お互いに尊敬しあい、援けあう事も出来る。（いつも援けられてばかりで、感謝の言葉
しか返せていない）今回、トランプ大統領の不正と暴力による敗退は、決して認めないと云う、
正義と国家を守るために、不撓不屈の精神=トランプ大統領の米国魂を見て、この頑張りに
共感して、心身のストレスで潰れそうになっていた私の命まで助けてもらった。勿論、国内外
に居る読者諸兄の有言・無言の励ましも、大きなパワーとして感じている。

https://www.youtube.com/watch?v=hvPIBHwzrNw ライオン対ハイエナ 

https://www.youtube.com/watch?v=Af85lrRGcj4 トランプ氏「戦いは始まったばかりだ！」
https://www.youtube.com/watch?v=rhvLO18HwxY 「まだ戦いは終わっていない」ジェナ・エリス弁護士
https://www.youtube.com/watch?v=HpT6eJvOnpc 大統領令　特別権力
https://www.youtube.com/watch?v=c9XqN6-VnP8 「1776年の再来だ」リン・ウッド弁護士
https://www.youtube.com/watch?v=qAN3gVWHQZU 【焦点速達】特別な力を行使する必要がある
https://www.youtube.com/watch?v=h_5o5Z2iAUI ホワイトハウス会議で何が
https://www.youtube.com/watch?v=j1D1so1Jc3U ピーター・ナバロ氏のレポート
https://www.youtube.com/watch?v=Yf-jzOZgPNM ロバーツの怒号

https://www.youtube.com/watch?v=LTmHv4pISxk 毎日ハチミツ

訃報：　 『♪北坂場♪』の作詞・作曲で有名な、中村泰司氏（12月20日享年81歳）と、なかにし礼氏(12月2４日享年
82歳）が相次いで亡くなられた。ご冥福をお祈りしますと同時に、この歌が流行った80年代の日本を取り戻しましょう。

https://www.youtube.com/watch?v=iDw9l4TTAAo 北酒場　タイ語字幕付き

正邪の戦い　分水嶺


